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平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
、
海
老
名
市
の

高
齢
者
人
口
は
２
万
４
６
３
２
人
、
高
齢
化

率(

※
１)

は
19
・
１
㌫
で
す
。
国
の
高
齢
化

率
23
㌫
（
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
）
と
比
較

す
る
と
、
海
老
名
は
ま
だ
若
い
人
が
多
い
市

と
言
え
ま
す
が
、
今
後
は
急
速
に
高
齢
化
が

進
む
と
予
測
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
で
き

る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
介
護
状
況
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が

重
要
視
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
介
護
予
防
を
目
的

に
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
介
護
予
防
に
向
け
て
早
め
の
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　

　

※
１
…
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る

　
　
　
　

割
合

　
認
知
症
は
ど
ん
な
病
気
？

　

認
知
症
の
原
因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
一
番
多
い
の
は
、
脳
細

胞
が
萎
縮
す
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
で
、

認
知
症
患
者
の
約
半
分
を
占
め
ま
す
。
続
い

て
多
い
の
は
、「
脳
血
管
性
認
知
症
」。
脳
の

血
管
が
動
脈
硬
化
な
ど
で
詰
ま
っ
て
起
こ
り

ま
す
。

　

85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
の
症

状
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
時
代
。
そ
の
主
な
症

状
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
接
す

る
時
の
心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ッ
ズ
と
し

て
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
お
渡
し
し
ま
す
。

開
催
を
希
望
す
る
団
体
・
職
場
の
方
は
、
高

齢
介
護
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

海
老
名
市
介
護
者
の
会

「
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」

　
介
護
を
し
て
い
る
方
や
体
験
者
の
方
が
集

い
、勉
強
会
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
る
総
会

を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
４
月
12
日
㈭
13
時
～
15
時

▼
場
所　
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
▼
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
「
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
・
市
川
ひ
ろ
子

　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
３
３
）０
４
５
８

【主な症状】
◎中核症状　記憶することができない、新しいことから
忘れていく、時間や場所、人などの認識ができない、物
事の理解や判断がしづらいなど、認知症の人には誰でも
起こる症状です。
◎周辺症状　本人がもともと持っている性格、置かれて
いる環境などが影響して起こる症状。不安感、気分の落
ち込み、幻覚、妄想、徘徊や暴力など、本人の行動上の
問題が起こります。

ご存知ですか？
　中核症状は脳の萎縮などが
原因で起こるため、根本的な
治療はできません。しかし、周辺症状は、周囲の気配り
や対応で、軽くすることができるのです。

約４カ月間の教室終了時には、
参加者の半数に運動機能の向上
が見られました。 23年度中に実施した「元

気度チェックリスト」の回答者には、該当の教室案内を
送付する予定です。詳しくはお問い合わせください。

「足や腰の具合が良くなったの
で、教室が終わった後は自分で
プールに通いたい」
「参加していた皆さんと仲良く
なれてうれしかった」

住み慣れたまちで、
いつまでも安心して
自立した生活を送るために
参加してみませんか？
「介護予防教室」

好評でした！
水中ウオーキング教室

参加者の
声


